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東日本大震災、いま私たちにできること
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救護班活動報告
東北地方を中心に甚大な被害をもたらした東日本大震災を受け

当院では地震発生の約3時間後に救護班を編成し被災地へ派遣しました。

そこで救護活動に参加したスタッフが見た被災地の様子、活動内容、

活動を終えての思いなどを活動報告としてご紹介します。

非常事態においても、チームワークを第一に、
「今できることをする」。その大切さを学びました。

発災６日目に石巻赤十字病院に到着した

とき、水道と電気はすでに復旧。病院の至

る所が避難所となっても、掃除は行き届いて

おり、毎日流れるボランティア募集のアナ

ウンスに応えて、多くの方が活動する姿が印

象的でした。

私は主に中等症エリアで、日常生活に支障

があったり、認知症などの症状が出て生活

の援助や観察が必要な方を担当しました。

中には何日も食事を摂っていない方もあ

り、きめ細かい観察と語りかけが何より重

要であることを痛感。意志の疎通ができな

かった患者さんが、親族の名前を言えるよ

うになったときには、少しはお役に立てた

ようでホッとしたものです。

そして帰り際、石巻赤十字病院の看護師さ

んに「こうして全国の仲間が応援に来てく

れて、赤十字病院の看護師であることを誇

りに思います」と言われ、その凛とした姿

に心を打たれました。「どんな環境の中で

●主な災害救護経験

平成12年 東海豪雨

水や食糧に次ぐライフライン「医療」を守るため、
「赤十字」の旗のもと、一丸となり活動。

●派遣被災地 

宮城県石巻市

●主な災害救護経験 

セントレア大規模訓練

震災から1週間後に被災地に赴き、電柱が

倒れ電線が垂れ下がる幹線道路を通って手

つかずの小規模な避難所を巡回し、翌日か

ら診療所を開設。地元の開業医や薬剤師さ

んから貴重な薬剤をご提供いただき、千葉

大学と協力して約150人の診療ができまし

た。しかし深刻な薬剤不足で、持病のある方

は予断を許さない状況。避難所に行けない

高齢者の衛生問題も目の当たりにし、何も

できない歯がゆさにじくじたる思いをかき

立てられました。

そんな中、赤十字の光が見えることや救急

車が巡回することが、水や食糧に次いで被

災者の皆さんの心の支えとなっていること

を知り、日本赤十字社の役割の大きさを実

感したものです。医療スタッフも皆自分の

役割を全うするべく一心不乱に活動。移動

や診療所の設置などを行う事務スタッフが

ご遺体の確認まで担う姿には頭が下がり、

司令塔もなく活動する各地の医療団の混乱

宮村 耕一さん

●派遣被災地 

宮城県石巻赤十字病院

松本 博子さん
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●派遣被災地

宮城県石巻市

●主な災害救護経験

平成16年 中越地震

私は第8救護班として、地震発生の3週間

後に被災地へ派遣されました。私たちがま

ず訪れたのは津波に飲み込まれ瓦礫の山と

化した町の避難所、渡波小学校。そこで一日

に100名ほどの診療を行いながら、小規模な

避難所の巡回診療を実施し、2日目には病院

支援として石巻赤十字病院の救急外来で軽

症・中等症の患者さん90名ほどの診療も行

いました。

地震からある程度の時間が経過し、受

診される方は被災後の転倒による怪我や、

入浴が満足にできないという衛生環境から

の皮膚疾患、不眠などの精神症状、風邪、

胃腸障害などを訴えることが多くなってき

ました。

赤十字だけではなく、全国の大学病院や医

師会の方とともに一丸となって活動にあ

たったため大きな混乱などはありませんで

したが、地震によって親友を亡くした少年の

様子やそれを見守る家族のとまどいなども

高浜 由加里 さん

●派遣被災地

宮城県石巻市

●主な災害救護経験

平成12年 東海豪雨

中村 昌弘 さん

被災地の皆さんが力強い復興を果たした
石巻市を訪れるのが私の夢です。

地震発生から3週間、 
被災者に必要なケアも変わり始めていました。

現地では、巡回診療、開業医の被災状況調

査、石巻赤十字病院内支援を行い、主事と

して医療スタッフのサポートをしました。

そして、こころに残ったことを、たくさん

経験しました。

院内支援で会った女性は「夫も娘も流さ

れた。私だけが生き残った」と繰り返し、

涙を流すばかり。寄り添うことしかできませ

んでした。巡回先の住吉中学校では、診察室

代わりの保健室に、卒業間近の生徒たちに

よる、将来の夢を書いたポスターがありま

した。震災前には確かにあった彼らの未来

を思い、胸が詰まりました。

「72時間寝なくても働けるものですよ」

と声をかけてくれた石巻日赤の職員さん。

社会人3年目を迎える彼の笑顔が忘れられま

せん。

今回の活動を通じて、何度「来てくれる

だけでありがたい」と言われたことか。

私は、極限の状況下より差し出された感
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皆さまとの出会いを一期のことと心得、その痛みを分かちあい、

苦しみを共にしつつ、一日も早く健康の幸せを喜びあえるよう努めま

1． 皆さまが安心できる癒しの森といたします。

2． 高度・良質で安全な医療をいたします。

3． 災害救護活動を積極的に行います。

4． 周産期・小児及び救急医療を充実します。

5． 医療連携を密にして地域完結型の医療を目指します。

6． 職員の教育・研修を推進します。

7． 健全経営を維持するように努めます。

理　念

基本方針

皆 様 か ら の

ご 質 問 に

お答えします

災害が起きたとき、救援活動に医師や看護師を
送り出す病院は決まっているのですか。&

すべての赤十字病院から送り出せるようになっています。

赤十字病院の最も基本的な使命は、非常災害時の救護活動です。これは日本赤十字社

法で明記されております。その責務を果たすため、現在全国で495の救護班を組織して、災害

が発生した場合すぐに駆けつけられる体制を整えております。当院では常時10の救護班を登

録し、日頃から、院内教育訓練をはじめ、愛知支部研修、日赤本社研修に積極的に参加し、救

護員およびこころのケア指導者の増員を図るなど、災害救護活動の体制強化に努めていま

す。

また、厚生労働省が進めている災害派遣医療チーム（DMAT）の養成研修に積極的に参加し、技

術の向上に努めています。このような積み重ねの努力があって、今回の大規模災害時における

初動対応、継続的な救護班の派遣を病院として対応できていると確信しております。まだまだ

義援金へのご協力ありがとうございます。
当院では、東日本大震災に対する義援金を受け付けておりますが、

平成２３年４月２８日現在、個人・法人等の皆様から２，５２６万１，５６０円のご協力をいただきました。

ありがとうございました。

皆様の善意は、日本赤十字社愛知県支部をとおして日本赤十字社へ送金しており、

日本赤十字社全体の受付状況は４月２７日（水）現在で、２０８万９，８９７件・１，５８８億８，８５１万２，３７１

円となっています。

皆様からお預かりいたしました義援金は、各県の義援金配分委員会の依頼により、

被害のもっとも大きかった宮城県への238億5,813万円をはじめとして、

赤十字では、災害救護事業等の活動資金を募集しています。災害等の被災者を救済するための救護活動資金

は、赤十字事業資金を原資としています。赤十字事業資金へのご協力をお願いいたします。

東日本大震災 義援金を受け付けています。
名古屋第一赤十字病院では、このたびの地震に対する義援金を下記のとおり受け付けております。ご協力をお願いいたし

領収書を必要とされない方

当院内 下記に設置してある義援金箱

領収書を必要とされる方

東棟３階 管理局 総務課
1階：総合案内・４番窓口・レストラン「ビアン」／地下1階： コンビニ

※義援金配分についての詳細情報は、日本赤十字社ホームページ「プレスリリース」に随時アップされます。

赤十字事業資金へのご協力をお願いいたします。

http://www.aichi.jrc.or.jp/
詳細は、日本赤十字社愛知県支部

ホームページをご覧ください。


